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第２回

ひのはらトップランナー
～一人一人、みんなトップランナー～

檜原猟友会
「ありがとう」の声で報われる

取材のご協力、ありがとうございました。

１００年以上の歴史があると言われています。約３０名の会員さんからなる組織です。
４名の会員さんにお集まりいただき、猟友会の活動内容や苦労、やりがいなどのお話をお伺いしました。

Ｑ．会員さんはどのような方がいらっしゃるのですか？
Ａ．会員は約３０名。村の方は１０名ほどで、街から来ている若い会員

も増えています。
80 歳を超えている大ベテランも活躍しています。

Ｑ．どのような活動をされているのですか？
Ａ．本来はレジャーハンティングとして、鳥や鹿、イノシシ等の猟を

行っていましたが、最近は村から依頼され有害鳥獣駆除として
週６日ほど活動しています。突然、役場から連絡がきて召集され、
クマなどの追い払い活動をすることもあります。

Ｑ．大変なことは？
Ａ．人目につくところでは鉄砲を使うことができないため、畑近くでは追い払うことしかできずに歯痒い。
　　本当はサルを撃ちたくはないが、住民が困っているし、役場も真剣なので、我々も必死に取り組んで

います。大変なことは多いですが、住民から「ありがとう」と声をかけられると苦労も報われる思いが
します。

役場担当職員の声
猟友会は有害鳥獣駆除をする義務はない中、村の課題解決のためにここまで熱心に取り組んでいただいて
いることに頭が下がります。今後はアプリなども使いこなし、より安全に活動できるようにサポートした
いです。

取材後記
慈愛、正義、法律の中で心揺れながらも「村民のために」をど真ん中に置き、命を扱う覚悟とご苦労をお
聞きしました。私たちが知っているようで知らない世界。 感謝の気持ちでいっぱいとなりました。

Ｑ．最近、成果が出たと聞きましたが？
Ａ．年末に樋里地区に設置していた大型檻で４３頭捕獲できました。

他県では、半年から1年かかるところを、毎日新鮮な餌に交換する等
丁寧に対応してきたことが功を奏し、３ヶ月で実績を上げられました。
駆除したサルは、命を無駄にしないように全頭東京大学に献体提供し
ました。
鹿は年間に１７０頭ほど捕獲してますが、まだ減る見込みはないですね。

Ｑ．私たち村民がご協力できることはありますか？
Ａ．村内を見回りしている中で、集落周辺でできることは限られます。

大変かと思いますが、住民の皆様もサルが来た時には、追い払いを
してもらえると助かりますし、村の補助金を活用して畑に電気柵
を設置するなど、それぞれの立場でできることに取り組んでもらい
たいです。

左
：

市川二三夫さん　右：平
野公
一さ

ん
左
：

小林征太郎さん　右：小
林貴
さん
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３月議会のお知らせ（予定）
・議会運営委員会 ２月 １９日（水）

・定例会初日

　（村長所信表明）
３月 ３日（月）

・予算特別委員会
３月 １０日（月）

３月 １１日（火）

・常任委員会
３月 １３日（木）

３月 １４日（金）

・定例会２日目

　（一般質問）
３月 １８日（火）

・定例会最終日 ３月 ２５日（火）

委員会報告

産業建設委員会・総務委員会は、令和６年１２月３日に合同常任委員会を開催し、１件の所管事務調査を行
いました。
� 産業建設委員長　青木　亮輔
� 総務委員長　田中　惣一

産業建設委員会・総務委員会

「有害鳥獣対策について」

檜原村の「令和６年度　檜原村サル管理計画」について担当課より報告を受け
た。
檜原村では、現在300頭近いニホンザルが生息し、近年サルによる被害が拡
大している。昭和50年代には小坂志谷など一部地域でしか見られなかったが、
平成以降、農作物被害が村内全域で深刻化。平成８年から電気柵設置や駆除
などの対策を進めてきたが、被害相談は増加傾向にある。令和５年には家屋侵
入も発生。これを受け「令和６年度檜原村サル管理計画」を策定し、群れの特
性把握や個体数管理を行い、被害軽減と農業振興を図ることを目指している。

檜原村では、加害レベルが最上位の「中里群」を管理強化の対象とし、大規模
捕獲を実施する。
約100頭生息していると見られる「中里群」は家屋侵入や農業被害を繰り返し、
人馴れが進んでいるため、ICT技術を用いた大型檻で捕獲し、生息数を25頭
に調整する計画である。
捕獲は令和６年９月から令和７年３月に中里群の遊動域内で行う。
また、村全体で住民の追い払い意識向上を目的とした広報や講演会を実施し、
令和７年３月にモニタリングを行い、継続的な管理を図る予定。

檜原村議会の動画を

ご覧ください

檜原村議会映像
インターネット配信ページは

こちらから↓

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
◎問い合わせ先　議会事務局　598-1128

スマホやパソコンでご覧いただけますので、

ぜひ一度検索してみてください！

檜原村議会　　動画
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議長　峰岸　茂　　○＝賛成　×＝反対

区分 議　　案　　名

1 2 3 5 6 7 8

議
決
結
果

野
村　

雅
巳

中
村　

賢
次

田
中　

惣
一

松
岡　

賢
二

山
嵜　

源
重

青
木　

亮
輔

嶋
﨑
佐
有
理

専
決
処
分

第 69号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度檜原村一般会計補正予算第３次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
補 正 額 
予算総額

5,802,000 円
4,191,553,000 円

条　

例

第 70号 檜原村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 71号 檜原村特別職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 72号 檜原村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 73号 第６次檜原村総合計画基本構想の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

第 74号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

補
正
予
算

第 75号
令和６年度檜原村一般会計補正予算（第４次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決補 正 額 
予算総額

88,546,000 円
4,280,099,000 円

第 76号

令和６年度檜原村国民健康保険特別会計補正予算
（事業勘定第３次、診療施設勘定第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
（事業勘定第３次）補 正 額 

予算総額
864,000 円

364,117,000 円

（診療施設勘定第２次）　補 正 額 
予算総額

6,012,000 円
217,062,000 円

第 77号

令和６年度檜原村東京都都民の森管理運営事業特別会計補正
予算（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
補 正 額 
予算総額

歳出科目調整
138,793,000 円

第 78号
令和６年度檜原村介護保険特別会計補正予算（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決補 正 額 
予算総額

678,000 円
476,661,000 円

第 79号

令和６年度檜原村後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
補 正 額 
予算総額

1,449,000 円
91,356,000 円

第 80号

令和６年度檜原村簡易水道事業会計補正予算（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決事業収益 補正額 8,059,000円 予算総額 131,084,000円

事業費用 補正額 8,059,000円 予算総額 131,084,000円

第 81号

令和６年度檜原村下水道事業会計補正予算（第２次）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決事業収益 補正額 11,167,000円 予算総額 230,314,000円

事業費用 補正額 11,167,000円 予算総額 230,312,000円

議　　員　　名

議席番号

令和６年第４回定例会で 
審議された議案と議決結果

１１月２８日～１２月１０日の１３日間で、村長提出案件の１３件を審議しました。
議決結果は下記の表のとおりです。

この議案を
Pick UP！

▲  議会映像配信

　 ページはこちら
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Pick UP

補正予算質疑を Pick UP

議案 Pick UP
議案第７３号

第６次檜原村総合計画基本構想の策定について

問　内容を伺いたい。
産業環境課長　都道の路面舗装工事に伴う制水弁及びマンホールのかさ高調整を

行うものである。三都郷地区、樋里地区、出畑地区の３区画で、制水弁 20 か所、
マンホール 83 か所を予定している。

修繕の内容と場所は？

上水道修繕費・下水道修繕費

・	概要

総合計画は村の目指すべき姿と総合的な政策方針を定めるもので、計画期間は令和７年度か
ら令和 16年度までの 10年間。第５次檜原村総合計画の計画期間が終了するため、策定を開始。
昨年度実施したパブリックコメントの意見を受け、再度、総合計画審議会の各部会で審議い
ただき、計画に反映させ、令和６年 10 月 30 日に審議会会長から答申を受けたもの。

・	討論

以下の様な意見が出ました。
「印象的だったのは、自然環境の保全に関する表現を変え、ゼロ・ウェイストの記載があった
こと、子供の教育の在り方をさらに詳細に記載されていたこと。より一層、村の現状や村が
目指す将来像に近いものになっていたと感じた。この基本構想は民
意が反映されたものだと考え、策定に賛成する。」

「第6次檜原村総合計画は、第5次総合計画を1年延長し、策定された。
第 5 次総合計画を踏襲しつつ、パブコメの意見を尊重し、新たに吉
本村長の公約を取り入れ、審議会において修正作業を行ったと聞い
ている。2 年間、総合計画の策定に携わった審議会委員の皆様のご苦
労に対し感謝の気持ちを込め、賛成討論とする。」

「パブリックコメントの意見に対し、しっかり検討され、多くの意見
が取り入れられたと感じられた。村長が選挙で掲げた公約をはじめ、
村民の皆様の意見を踏まえ、新たな事項も計画に盛り込まれていた。
今後詳細を検討、実施されることに期待し、この議案に賛成する」

・	結果

全会一致で可決しました。

第6次
檜原村
総合計画
自然に育まれ 
活力と幸せあふれる檜原村

東京都西多摩郡檜原村

増
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Pick UP

問　内容を伺いたい。
産業環境課長　本宿橋周辺の針葉樹及び雑木の伐

採と、福祉センター裏の河川部分の針葉樹、杉・
ヒノキの伐採、搬出
を予定。日陰対策、
立木の倒木防止に繋
がる。河川の修景地
ということで、観光
面と生活面で効果が
あると考える。

問　内容を伺いたい。
教育課主幹　本宿地区にある春日神社裏の

ケヤキ（村天然記念物の銘木）が一部枯
れている状況。どの辺りまで枯れている
のか、また伐採したほうがよいのかとい
う樹木医による診断委託料である。

景色が一変！ 神社のケヤキ枯れちゃうの？！

修景地整備委託料 老木診断委託料

増 増

問　内容を伺いたい。
企画財政課長　今年度、境界確定を行った

村営住宅における基本設計及び実施設計
を行うもの。３ＬＤＫの木造２階建て住
宅を２棟ほど建設予定。近隣の住宅のご
迷惑にならないよう、できるだけ日照、
日陰対策を行う考え。

新住宅の間取りはいかに？

問　内容を伺いたい。
教育課主幹　現在、米の納入は
毎年１０月に価格改定され、そ
の価格で１年間納入されている
が、この１０月からの米の納入
価格が、９月までの約1.5 倍に高騰した。学校給食
費は令和６年４月に改定したばかりなので、給食内
容の水準を維持するために、公費でその高騰分を負
担する費用を計上している。

高騰分は公費負担？

学校給食費

増

村営住宅（小岩地区）基本設計・実施設計業務委託

増

取り壊し前の村営住宅

伐採予定地（超急カーブ周辺）

本宿地区春日神社のケヤキ

取り壊し作業中の様子
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一
般
質
問

問　

①
昨
年
の
素
案
と
今
回
改
定

さ
れ
た
素
案
の
主
な
違
い
は
。

②
総
合
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
へ

の
課
題
意
識
は
。

村
長　

①
パ
ブ
コ
メ
の
意
見
を
尊

重
し
、
私
の
掲
げ
た
政
策
に
つ
い

て
、
自
然
環
境
保
全
、
循
環
型
社

会
の
構
築
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

子
育
て
支
援
の
充
実
、
交
通
の
利

便
性
向
上
の
推
進
を
含
め
た
生
活

基
盤
整
備
、
防
災
対
策
の
推
進
、

農
林
業
・
産
業
・
観
光
振
興
、
移

住
定
住
促
進
、
開
か
れ
た
村
政
実

現
な
ど
を
主
要
事
業
と
し
て
基
本

構
想
に
位
置
付
け
た
。

②
計
画
を
策
定
す
る
前
の
段
階
か

ら
住
民
参
加
で
行
う
こ
と
も
今
後

の
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。

問　

５
年
後
に
は
第
６
次
檜
原
村

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
計

画
期
間
に
入
る
が
、
そ
こ
を
目
指

し
て
策
定
プ
ロ
セ
ス
変
更
の
可
能

性
も
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

後
期
計
画
が
令

和
12
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
２

年
程
度
前
か
ら
策
定
の
準
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
先
進
事
例
を
参

考
に
今
後
検
討
す
る
。

問　

計
画
の
公
開
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
予
定
か
。
計
画
の
内
容

を
村
長
か
ら
村
民
に
向
け
て
説
明

す
る
機
会
は
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

公
開
方
法
は
村

の
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
す
る
。
村
長
か
ら
の
説
明
は
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　

民
間
調
査
団
の
報
告
で
は
武

蔵
村
山
市
の
焼
却
場
の
近
隣
地
域

で
採
取
し
た
堆
積
粉
塵
等
か
ら
基

準
値
を
上
回
る
重
金
属
類
が
検
出

さ
れ
た
。
焼
却
場
と
環
境
汚
染
の

因
果
関
係
は
不
明
で
は
あ
る
が
、

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
、
再
申
請

や
焼
却
場
以
外
の
廃
棄
物
関
連
施

設
建
設
を
懸
念
す
る
村
民
の
不
安

は
残
っ
て
い
る
。
①
事
業
者
か
ら

の
予
定
地
の
買
い
取
り
に
つ
い
て

何
か
交
渉
は
さ
れ
た
か
。
②
村
の

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

の
あ
る
施
設
や
事
業
の
規
制
、
抑

制
、
監
視
体
制
整
備
に
つ
い
て
何

か
進
展
は
あ
る
か
。

村
長　

①
村
や
都
が
買
い
取
れ
る

か
検
討
し
て
い
る
中
、
土
地
所
有

者
と
対
話
の
機
会
が
あ
り
、
土
地

所
有
者
自
ら
当
該
土
地
で
村
に
適

し
た
事
業
を
実
施
し
た
い
の
で
土

地
の
売
却
は
考
え
て
い
な
い
と
の

事
だ
っ
た
。

②
『
檜
原
村
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
等
に
係
る
紛
争
の
予
防
及
び
調

整
に
関
す
る
条
例
』
を
制
定
し
、
多

摩
環
境
事
務
所
と
も
情
報
共
有
や

指
導
な
ど
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　

事
業
者
が
運
営
す
る
武
蔵
村

山
市
の
焼
却
場
周
辺
で
は
昔
か
ら

健
康
被
害
を
訴
え
る
住
民
の
声
も

聞
か
れ
、
武
蔵
村
山
市
議
会
や
東

京
都
議
会
で
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
焼
却
場
は
故
障
に
よ

り
令
和
５
年
12
月
か
ら
稼
働
し
て

お
ら
ず
、
修
理
の
目
途
も
立
た
な

い
と
聞
く
。
こ
の
事
業
者
を
引
き

続
き
警
戒
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。
今
後
ど
の
様
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

産
業
環
境
課
長　

個
別
の
事
案
に

限
ら
ず
村
内
全
域
で
環
境
保
全
に

対
す
る
監
視
や
警
戒
は
続
け
て
い

き
た
い
。

村
長　

こ
れ
か
ら
も
村
を
守
る
た

め
に
有
効
な
手
段
を
検
討
し
、
有

効
な
手
段
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
向
け

て
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

計画策定前からの住民参加も計画策定前からの住民参加も
今後の選択肢の一つ今後の選択肢の一つ

第６次檜原村総合計画第６次檜原村総合計画
についてについて

松岡　賢二　議員松岡　賢二　議員

一般質問登壇７人　村 政を問う
１２月議会の一般質問は１１月２８日に行われました。

内容は、要約して質問順に掲載しています。� （※一部紙面の都合により順番を入れ替えております）

土
地
所
有
者
は
土
地
売
却
は

土
地
所
有
者
は
土
地
売
却
は

考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と

考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と

村
内
の
監
視
や
警
戒
は
続
け
た
い

村
内
の
監
視
や
警
戒
は
続
け
た
い

産
廃
問
題
に
つ
い
て

産
廃
問
題
に
つ
い
て

動画はこちらから
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一
般
質
問

問　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感

染
し
て
４
～
５
日
の
潜
伏
期
間
の

後
、
発
熱
や
鼻
水
、
せ
き
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
、
通
常
で
あ
れ
ば
数
日

間
で
回
復
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者
や

慢
性
的
な
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
が

感
染
す
る
と
重
症
化
が
進
み
、
入
院

率
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接

種
費
用
の
自
己
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
村
独
自
の
助
成
制
度
の
創
設

が
必
要
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

村
長　

檜
原
村
で
は
、
人
口
の
約
半

数
が
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、
重
症
化

す
る
方
が
多
く
な
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
近
隣
の
市
町
村
の
動
向

を
把
握
し
な
が
ら
、
助
成
創
設
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

副
作
用
の
安
全
性
を
考
慮
し
た

上
で
、
５
類
で
あ
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
接
種
の
接
種
費
用
負
担

が
少
な
く
な
る
よ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
以
上
の
補
助
率
と
し
、
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
村
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

診
療
所
長
に

相
談
し
な
が
ら
、
担
当
課
に
お
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
、
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
、
対
象
者
ご
本
人
の
判
断
で
接
種

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
。

問　

昨
年
の
９
月
議
会
で
小
水
力
発

電
の
質
問
を
し
た
。
村
長
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
可
能
性
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
を
進
め
た
い
と
答
弁
し
た
。

調
査
の
内
容
と
結
果
、
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

小
水
力
発
電
設
備
の
設
置
に

向
け
た
可
能
性
調
査
を
実
施
し
た
。

水
量
調
査
、
簡
易
測
量
等
の
現
地
調

査
を
経
て
、
設
備
の
建
設
を
含
む
概

略
設
計
を
作
成
す
る
。

地
域
住
民
へ
の
還
元
が
で
き
る
の

か
、
効
果
的
な
設
備
と
な
る
の
か
、

費
用
対
効
果
も
含
め
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。

問　

檜
原
村
で
は
、
国
や
東
京
都
の

脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

産
業
環
境
課
長　

国
や
東
京
都
で

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
伴
う
脱
炭

素
に
つ
い
て
、
目
標
を
掲
げ
、
様
々

な
形
で
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
国
、

東
京
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、
檜
原
村

地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
具
体
的
な

Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策
を
先
進
的
か
つ
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対象者の判断で接種できるよう対象者の判断で接種できるよう
準備していく準備していく

ＲＳウイルス感染症のＲＳウイルス感染症の
予防接種に対する予防接種に対する
助成制度の創設について助成制度の創設について

山嵜　源重　議員山嵜　源重　議員

費用対効果も含め、総合的に費用対効果も含め、総合的に
判断していく判断していく

小水力発電の調査経過 小水力発電の調査経過 
についてについて

野村　雅巳　議員野村　雅巳　議員

動画はこちらから

動画はこちらから

小水力発電設備の設置を調査した河川
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一
般
質
問

問　

村
の
水
道
を
使
え
な
い
地
区
で

は
、
簡
易
給
水
施
設
（
地
域
水
道
）
を

利
用
し
て
い
る
が
、
過
疎
化
や
高
齢
化

に
よ
り
水
源
の
維
持
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

①
簡
易
給
水
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
対
象
地
区
住
民
か
ら
ど
の
よ
う
な

相
談
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
。

②
今
後
、
村
と
し
て
簡
易
給
水
施
設
の

維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

村
長　

①
村
に
は
簡
易
給
水
施
設
が
17

か
所
あ
り
、
漏
水
や
取
水
設
備
の
修
理

な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
都
度
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

②
高
齢
化
に
よ
り
維
持
管
理
が
困
難
と

の
声
や
村
に
よ
る
維
持
管
理
の
要
望
が

あ
る
一
方
、
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
の
は

困
る
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、
地
域
の

総
意
と
し
て
維
持
管
理
等
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
検
討
を
行

う
。

問　

村
が
水
源
施
設
の
維
持
管
理
を
担

え
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
地
域
の
総
意

と
し
て
料
金
の
徴
収
も
受
け
入
れ
る
と

い
っ
た
場
合
、
村
で
維
持
管
理
を
行
え

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。

産
業
環
境
課
長　

地
域
の
総
意
と
し
て

要
望
が
あ
れ
ば
、
村
と
し
て
、
料
金
体

系
の
検
討
や
施
設
の
現
状
確
認
な
ど
を

経
て
、
村
が
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
し
い
総
合
計
画
は
、

新
し
い
総
合
計
画
は
、

村
民
の
民
意
を
反
映
し
て
い
る

村
民
の
民
意
を
反
映
し
て
い
る

総
合
計
画
等
の
内
容
と

総
合
計
画
等
の
内
容
と

策
定
過
程
に
お
け
る

策
定
過
程
に
お
け
る

情
報
開
示
の
あ
り
方

情
報
開
示
の
あ
り
方

に
つ
い
て

に
つ
い
て

問　

新
し
く
策
定
さ
れ
る
総
合
計
画

は
、「
ひ
ら
か
れ
た
村
政
」
の
在
り
方

を
具
現
化
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
進
め
方
と
内
容
を
検

証
す
る
た
め
に
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
住
民
と
共
創
し
、
策
定
過
程
を
公
開

す
る
自
治
体
が
増
え
る
中
、
第
６
次
檜

原
村
総
合
計
画
案
の
非
開
示
の
理
由
は

何
か
。

②
令
和
５
年
12
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
以
来
、
総
合
計
画
に

つ
い
て
住
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
持

た
な
か
っ
た
理
由
は
。

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｄ
Ｘ
、
脱
炭
素
、
生
物

多
様
性
戦
略
な
ど
、
国
や
東
京
都
の
計

画
に
も
合
わ
せ
た
内
容
を
盛
り
込
む
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
尊

重
し
計
画
策
定
を
延
長
し
、
審
議
会
に

計
画
の
修
正
を
お
願
い
し
た
。
審
議
会

に
お
い
て
計
画
を
審
議
中
で
あ
っ
た
た

め
、
最
終
的
な
答
申
を
い
た
だ
く
ま
で

公
開
し
な
か
っ
た
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
民
意
と
捉

え
、
審
議
会
に
再
審
議
を
依
頼
し
、
住

民
対
話
集
会
等
で
説
明
し
理
解
を
得
て

い
る
。

③
総
合
計
画
に
総
合
戦
略
を
内
包
し
、

環
境
保
全
や
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
を
基
本
計

画
に
盛
り
込
ん
で
策
定
を
進
め
て
い

る
。

村が維持管理を行っていくこと村が維持管理を行っていくこと
は可能は可能

簡易給水施設の簡易給水施設の
維持管理について維持管理について

青木　亮輔　議員青木　亮輔　議員

動画はこちらから

住民による維持管理が
行われている

住民対話集会の様子
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一
般
質
問

問　

①
現
在
、
各
分
団
に
置
か
れ
て
い

る
部
の
数
及
び
詰
所
、
器
具
庫
は
何
ヶ

所
か
。

②
今
後
、
更
新
及
び
新
規
に
設
置
予
定

の
詰
所
は
あ
る
か
。

村
長　

①
１
分
団
が
２
部
、
２
分
団
が

３
部
、
３
分
団
が
３
部
で
、
本
部
分
団

を
除
く
と
８
部
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
積
載
車
の
車
庫
や
活
動
拠
点
と

な
る
器
具
庫
に
つ
い
て
は
、
１
分
団
に

４
ヶ
所
、
２
分
団
に
６
ヶ
所
、
３
分
団

に
５
ヶ
所
の
計
15
ヶ
所
設
置
し
、
運
用

し
て
い
る
。

②
新
規
で
設
置
す
る
予
定
は
な
い
が
、

３
分
団
３
部
の
小
岩
地
区
の
器
具
庫
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
立
替
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
は
行
政
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
る
。
詰
所
に
エ
ア
コ
ン
の
設

置
及
び
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
等
の
環
境
整
備
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

今
後
更
新
を
予
定
し
て
い

る
器
具
庫
の
詰
所
に
は
、
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
必
需
品
と
考
え
整
備
を
し
て
い

く
。
更
新
予
定
は
な
い
が
、
エ
ア
コ
ン

が
未
整
備
の
器
具
庫
（
詰
所
）
に
つ
い

て
も
、
部
の
意
向
を
確
認
し
、
施
設
の

電
気
容
量
な
ど
設
置
条
件
を
整
理
し
た

上
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
設
置
す
る
方
向

で
考
え
て
い
く
。
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
に

つ
い
て
も
、
各
部
・
団
員
へ
の
意
向
調

査
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い

非
常（
緊
急
）時
に
お
け
る

非
常（
緊
急
）時
に
お
け
る  

電
話
対
応
に
つ
い
て

電
話
対
応
に
つ
い
て

問　

村
民
か
ら
作
業
中
の
ケ
ガ
や
急
な

発
熱
等
に
よ
り
、
役
場
や
、
や
す
ら
ぎ

の
里
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
場

合
の
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ

て
い
る
か
。

村
長　

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
診
療
所
長
の
指
示

の
下
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
子
供

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
安
心
し
て
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。
な
お
、

夜
間
・
休
日
に
つ
い

て
は
＃
７
１
１
９
や

１
１
９
番
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

＃
７
１
１
９
に

つ
い
て
伺
う
。
村
広

報
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
承
知
し
て
い
る

村
民
は
多
く
い
る
と

思
う
。
た
だ
、
こ
う
い
う
こ
と
は
実
際

に
体
験
す
る
か
事
前
の
講
習
を
受
け
て

い
な
い
と
、
電
話
す
る
の
も
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
踏
ま
え
、
何
ら
か
の
対
応
策
を

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
け
ん
こ
う
課
長　

＃
７
１
１
９
に

つ
い
て
は
、
今
後
広
報
の
掲
載
を
見
直

し
、
わ
か
り
や
す
い
掲
載
内
容
で
掲
載

回
数
を
増
や
す
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
祉
け
ん
こ

う
課
で
行
っ
て
い
る
健
康
教
室
や
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
し
、
＃
７
１
１
９
の

利
用
方
法
を
担
当
職
員
に
よ
り
周
知
し

て
い
く
。

中村　賢次　議員中村　賢次　議員

エアコンの設置は必需品と考えるエアコンの設置は必需品と考える

消防団員の詰所消防団員の詰所
（器具庫）について（器具庫）について

動画はこちらから

第３分団第１部の消防器具庫
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一
般
質
問

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い

非
常（
緊
急
）時
に
お
け
る

非
常（
緊
急
）時
に
お
け
る  

電
話
対
応
に
つ
い
て

電
話
対
応
に
つ
い
て

問　

村
民
か
ら
作
業
中
の
ケ
ガ
や
急
な

発
熱
等
に
よ
り
、
役
場
や
、
や
す
ら
ぎ

の
里
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
場

合
の
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ

て
い
る
か
。

村
長　

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
診
療
所
長
の
指
示

の
下
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
子
供

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
安
心
し
て
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。
な
お
、

夜
間
・
休
日
に
つ
い

て
は
＃
７
１
１
９
や

１
１
９
番
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

＃
７
１
１
９
に

つ
い
て
伺
う
。
村
広

報
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
承
知
し
て
い
る

村
民
は
多
く
い
る
と

問　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
村
長

の
公
約
で
あ
る
「
ひ
ら
か
れ
た
村
政
」

の
実
現
の
た
め
、
自
治
基
本
条
例
の
制

定
を
提
案
し
た
。自
治
基
本
条
例
と
は
、

住
民
、
議
会
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
や
役
割
を
明
確
に
し
、
協
働
し
村
づ

く
り
を
す
る
上
で
の
目
標
や
ル
ー
ル
を

決
め
る
よ
う
な
条
例
で
あ
る
。

情
報
公
開
や
住
民
投
票
に
つ
い
て
も
盛

り
込
む
こ
と
が
可
能
な
こ
の
条
例
は
、

「
ひ
ら
か
れ
た
村
政
」
を
推
進
す
る
村

長
の
考
え
方
に
も
近
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

企
画
財
政
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
誰
も
が
村
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
、
そ
の
過
程
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
行
政
主
導
で

働
き
か
け
る
も
の
で
は
な
く
、
村
民
の

皆
様
か
ら
の
御
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

大
型
生
ご
み
処
理
機
に
よ
る
堆
肥
化
の

大
型
生
ご
み
処
理
機
に
よ
る
堆
肥
化
の

試
験
運
用
を
検
討

試
験
運
用
を
検
討

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

推
進
に
つ
い
て

推
進
に
つ
い
て

問　

推
進
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
再
利
用
化
や
廃
油
の
回
収
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
を
実
証

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

現
段
階
で
計
画
が
あ
る
か
。

産
業
環
境
課
長　

大
型
生
ご
み
処
理
機

に
よ
る
堆
肥
化
を
考
え
て
い
る
。
あ
く

ま
で
検
討
段
階
で
は
あ
る
が
中
学
校
の

上
の
村
営
駐
車
場
に
、
処
理
機
を
設
置

し
使
用
者
を
限
定
し
た
試
験
運
用
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

生
ご
み
処
理
が
可
燃
ご
み
を
減
ら

す
鍵
に
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
鶴
ヶ
島

市
役
所
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
は
、
キ
エ
ー
ロ

と
い
う
生
ご
み
処
理
機
が
２
基
設
置
さ

れ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

詳
細
に
研
究
結
果
を
発
信
し
て
い
る
。

キ
エ
ー
ロ
と
は
、
木
枠
の
土
中
に
生
ご

み
を
混
ぜ
込
み
微
生
物
が
分
解
し
消
え

て
な
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
の
処
理
機

で
あ
り
、
臭
い
や
虫
が
わ
く
こ
と
な
く

楽
に
処
理
が
で
き
る
。

こ
の
キ
エ
ー
ロ
を
補
助
金
の
対
象
に
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
そ
れ
に
併
せ
庁
内

で
も
キ
エ
ー
ロ
を
設
置
し
生
ご
み
処
理

の
研
究
を
し
て
、
住
民
に
向
け
て
取
り

組
む
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

う
が
、
い
か
が
か
。

産
業
環
境
課
長　

庁
内
な
ど
で
試
験
運

用
を
行
い
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

の
対
象
へ
追
加
で
き
る
か
前
向
き
に
検

討
す
る
。

条例の制定は状況を見ながら条例の制定は状況を見ながら
判断したい判断したい

自治基本条例について自治基本条例について

嶋﨑　佐有理　議員嶋﨑　佐有理　議員

鶴ヶ島市役所ＨＰ

鶴ヶ島市役所に
設置されているキエーロ

動画はこちらから
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問　

近
年
、
一
部
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
無
法
な
走
行
や
、
明
ら
か
に
許
容

限
度
を
超
過
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
バ
イ

ク
の
騒
音
に
よ
り
、
村
民
の
安
全
で
安

心
な
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
村
の
主
要
産
業
で
も
あ
る
観

光
業
と
住
民
生
活
の
両
立
は
、
行
政
と

し
て
最
も
心
を
砕
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
こ
の
現
状
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

村
長　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
バ
イ
ク
愛
好

家
に
よ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、

村
の
観
光
面
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
解
決
す
る
の
は
難
し
い

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

ま
ず
は
目
に
見
え
る
啓
発
活
動
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
、
サ
イ
ン
看
板
等

の
設
置
で
、
村
民
の
気
持
ち
を
誤
解
な

い
よ
う
に
外
部
や
来
村
者
へ
伝
え
る
活

動
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

生
活
者
と
来
訪
者
の
関
係

を
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
啓
発
活
動

を
地
道
に
、
根
気
強
く
続
け
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
提

案
い
た
だ
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た

啓
発
活
動
や
サ
イ
ン
看
板
の
設
置
な

ど
、出
来
る
こ
と
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

田中　惣一　議員田中　惣一　議員

諸課題の解決に向け、積極的に諸課題の解決に向け、積極的に
対策を講じていく対策を講じていく

檜原に訪れる檜原に訪れる
サイクリスト及びサイクリスト及び
バイク愛好家との共生バイク愛好家との共生
についてについて

一
般
質
問

委 員 長　　嶋﨑　佐有理

副委員長　　松岡　賢二

委 員　　田中　惣一

委 員　　青木　亮輔

　１月４日から６日にかけて、長野県白馬村の「白馬岩岳スノーフィールド（旧岩岳スキー場）」
にて行われた「檜原村ジュニアスキー教室」に指導員として参加してきました。この事業は私自
身が小学生の頃には既に行われていた事業で、４０年を超える歴史のある事業です。同じスキー
場、同じ宿泊先でこれまで継続されてきたことは、関係者による尽力は元より、参加される子ど
もたちの「友達と一緒にスキーに行きたい！！」という熱意があってこそのものと思います。思
い起こせば小学生の頃、当時は参加希望多数で抽選にて参加者が選ばれていました。抽選日の
早朝、役場（当時は吉祥寺下の旧役場でした。）にて「絶対に行きたい！！」と思いながら、友
達と抽選の列に並んでいたことを思い出します。
　現在は抽選ではなく、希望者全員が参加できるようになりましたが、子どもたちのこの思いは
変わらず、参加申込書が配布されると友達との間で「行く？行くの？」と話題に上がっていると
息子から聞きました。世代を越えて話題にできるこの「ジュニアスキー教室」。いつまでも続い
てほしい事業です。
　本年もよろしくお願いいたします。� （田中）

ひのはら議会だよりは
こちらからも

ご覧いただけます。

編集後記

動画はこちらから
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